
　2025 年を振り返ると，医学の進歩と社会の変化が，これまで以上に密接に交差した 1 年であっ
たと感じました。国内では大阪・関西万博が開催され，「いのち輝く未来社会」というテーマのも
と，医療・健康分野における技術革新が広く発信されました。遠隔医療や AI 支援診断，個別化
医療といった概念はもはや特別なものではなく，日常診療の延長線上に確実に位置づけられつつ
あるようです。
　股関節鏡視下手術の分野に目を向けても，2025 年は成熟と深化の年であったと思います。器械
や視野の改良は一段落し，いかに低侵襲で，かつ再現性の高い治療を提供できるかという「質」が
強く問われるようになったように思います。FAI や関節唇損傷，DDH に対する適応の見極め，
術後成績の長期的検証，リハビリテーションとの連携など，外科医の判断力と総合力がこれまで
以上に重要になっています。
　国外に目を転じれば，国際情勢は依然として不安定であり，医療資源や人材の偏在という課題
が浮き彫りになった 1 年でもありました。一方で，国際学会ではオンラインと対面を融合したい
わゆるハイブリッドという新たな交流の形が定着し，地理的制約を越えた知の共有が進みまし
た。私自身も，異なる文化や医療背景を持つ関節外科医との議論を通じて，自らの手技や考え方
を相対化する貴重な機会を得ました。
　股関節鏡視下手術は「小さな創で大きな効果を目指す」治療です。その哲学は，効率やスピー
ド，そして質が求められる現代社会において，医療が果たすべき姿とも重なるところがあります。
2025 年の経験を糧に，技術に溺することなく，患者一人ひとりの生活と向き合う外科医であり続
けたいと思います。次の時代に向け，静かだが確かな前進を続ける 1 年でした。
� （高平尚伸）
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